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・バス事業はモータリゼーションの進展や過疎化の進行により大変厳しい経営状況にある。しかしながら、バスは地域住民の生活の足
として必要不可欠な公共交通機関であり、バス路線の維持・確保は重要な課題。

・バス事業に係る生活交通確保方策については、国と地方の適切な役割分担のもと、国は広域的・幹線的な輸送サービス類型につい
て都道府県と協調して支援。

生活交通確保のための枠組み生活交通確保のための枠組み

地方の役割
その他のバス路線については、自治体の判断により維持

国の役割
広域的・幹線的なバス路線については、都道府県と協

調して支援

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

地
方
財
政
措
置

<地域協議会>

生活交通維持・確保方
策を協議・調整

地バス補助

＜輸送人員の推移＞

輸送人員は昭和４０年代半ばを
ピークとして減少。

地方のバス路線が厳しい状況に予算で手当て

１．地方バス路線維持対策
要求額：７，３９４百万円

下記に係る経費について、原則として１／２ずつ国と都道府県とで協調して補助
①生活交通路線に係る補助対象経常費用と経常収益との差額
②生活交通路線に使用する車両の購入費（一定額を限度）
③生活交通路線を運行する乗合バス事業者が行う費用削減や増収努力等による経営改善効果

国の支援

＜輸送人員推移（全国）＞
S45年度 約１００億人

↓
Ｈ19年度 約４３億人
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車いすスペース、通路幅等について標準仕様
化

標準仕様採用の効果

・ 高齢者、障害者を含むバス利用者にとって高い利便性を享受できる
・ 仕様の標準化により大量定型生産を図り、製造コストが低減される

・通常車両価格（ワンステップバス）とノンステップバス車両価格
の差額を、１／２ずつ国と地方公共団体とで協調して補助
・標準仕様ノンステップバスに補助を重点化

国の支援

標準仕様ノンステップバスの普及の促進

ノンステップバスの普及を拡大
（普及目標：平成２２年までに全乗合バス車両数の３０％にあたる約１８，０００両）

高齢者や障害のある人が自立して社会生活を送っていく上で、快適で生活しやすい生活環境の基盤整備は重要な課題で
あるため、障害者等すべての人が安全に安心して移動し、社会参加できるよう、標準仕様ノンステップバスに補助を重点化
することによって、ノンステップバスの普及促進を強力に推進することにより、公共交通機関等のバリアフリー化を推進する。

２１年度要求額：８１０百万円の内数２．公共交通移動円滑化事業
ノンステップバス等

○ノンステップバスの普及見込み

１５年度
(実績）

１６年度
(実績）

１７年度
(実績）

１８年度
(実績）

１９年度
(実績）

２０年度
（見込み）

２１年度
（見込み）

２２年度
（見込み）

導入済み台数 5,432 6,974 8,639 10,389 12,216 13,822 (約16,000)
約 18,000

（目標達成予
定）

前年との差 1,597 1,542 1,665 1,750 1,827 1,606 (約2,000) (約2,000)
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要求額： １，３０２百万円

自動車交通の安全性の向上を図るため、自家用車と公共交通機関のバランスのとれた交通体系の確立に資するオムニバス
タウンの整備をはじめ、日本型ＢＲＴの導入、バスロケーションシステムの整備等について地方公共団体と協調して支援する。

交通管制システムと連携し、バス優先の
信号制御を実施。

バス優先
信号制御

日本型ＢＲＴの導入促進
（バスの高速性・定時性の確保等）

連節ノンステップバスとＰＴＰＳ、乗継施設
等の一体導入を促進。(BRT:Bus Rapid 
Transit)

バスとの
双方向通信

ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）

３．自動車運送事業の安全・円滑化等総合対策事業

事 業 内 容 補助率

オムニバスタ
ウン整備総合
対策事業

オムニバスタウン計画を策定し、
これに基づいて事業を実施す
る場合、必要な調査、施設整
備等事業全体に対して補助

１／３

交通システム
対策事業

日本型ＢＲＴ、ﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾊﾞｽﾗｲ
ﾄﾞ、ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ等交通シ
ステムの導入に対して補助

１／４

個別対策事業 ＰＴＰＳ（公共車両優先ｼｽﾃﾑ）
の車載機等設備・施設の整備
に対して補助

１／５

調査、実証実
験・実証運行
事業

上記事業の一部及び路線再編、
バスレーンの設置の調査、実
証実験・実証運行事業に対し
て補助

１／２

バス交通安
全・円滑化促
進モデル事業
（仮称）

関係者で構築される協議会が
策定するバス交通安全・円滑
化促進事業計画に基づき実施
する交通システムの導入に対
して補助

１／２

ＧＰＳにより、リアルタイムにバスの運行状況を把握し、適時適切な運行管理を実施。

バスロケーションシステムの整備
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ＢＲＴＢＲＴ（（ Bus Rapid Transit）のすすめのすすめ

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ブラジル／クリチバ

～ バスを活用した都市交通の改善方策 ～
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ＢＲＴ（Bus Rapid Transit）とは？

ＢＲＴ（Bus Rapid Transit）とは、通常の路線バスよりも高速に運行し、都市の幹線的交通を担うバ

スシステム

走行環境の改善 ・ 専用走行路（廃線敷の活用等）

・ 専用レーン、優先レーン（バスレーンのカラー舗装）

・ ＰＴＰＳ等による信号制御（ Public Transport Priority
Systems ： 公共車両優先システム）

左のいずれかによって、
定時性・速達性を確保

車両・設備の

高度化

・ 連節ノンステップバス（大容量、快適性）

・ バス停のハイグレード化（雨天時の快適性、円滑な乗降）

・ バスロケーションシステム（バス待ち時のイライラ解消）

・ ＩＣカード（円滑な乗降） 等

さらに、利便性・快適性
の向上

運行の効率化 ・急行運行

・バス路線の再編（幹線・支線） 等

さらに、最適な交通ネット
ワークの形成

⇒導入例
（Ｐ．６～参照）
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① 新交通システムに匹敵する輸送力

② 走行環境の改善による定時性・速達性

③ バスシステムだから、低廉な導入コスト、段階的導
入が可能な柔軟性

図 BRTの適応範囲

（矢部努、牧村和彦、中村文彦「高速輸送バスシステム
ＢＲＴ導入の新たな展開」『運輸と経済』2004年11月）

ＢＲＴのメリット！

ＢＲＴはどのような場合に有効か？

☆ 通勤・通学時間帯の大量の旅客を効率的に運びたい ・・・ 大容量の連節バスで旅客の滞留は一掃

☆ 地下鉄、ＬＲＴを導入したいが、建設費がかかりすぎる ・・・ バスシステムならではの低廉な導入コスト

☆ 都市部のバスネットワークを改善したい ・・・ 幹線にＢＲＴを導入して魅力あるネットワークを形成

☆ 大規模な団地やビジネス地区等の新規輸送需要に対応しなければならない。

☆ 鉄軌道の廃線敷を有効に活用したい ・・・ バス専用道によるＢＲＴの実現
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① 地元関係者（自治体、バス事業者、道路管理者、警察、運輸局等）の協議体制を作る

自治体が主体となって関係者を招集（地域公共交通活性化・再生法の法定協議会等）

ＢＲＴを導入するにはどうすればよいか？

② 協議会において、導入計画を策定する

導入路線、サービス内容、導入時期、役割分担、活用する補助制度（Ｐ．４～参照）等

③ 事業実施

～ 進め方については、運輸局、運輸支局にご相談下さい。 ～

走行環境整備車両・設備整備

交通規制
専用レーン、優先レーン、
ＰＴＰＳ（公共車両優先シス
テム）等

【警察】

【道路管理者】【バス事業者】

連節ノンステップバス等、ＰＴＰＳ車載器、ハイグレード
バス停、
ＩＣカードシステム、
バスロケーション
システム等の整備

バス走行空間の整備、駅前広場等交通結節点整備、
結節点周辺の駐車
場・駐輪場、バス
ターミナル、バス停
等の整備

ＢＲＴの実現

走行環境整備車両・設備整備

交通規制
専用レーン、優先レーン、
ＰＴＰＳ（公共車両優先シス
テム）等

【警察】

交通規制
専用レーン、優先レーン、
ＰＴＰＳ（公共車両優先シス
テム）等

【警察】

【道路管理者】【バス事業者】

連節ノンステップバス等、ＰＴＰＳ車載器、ハイグレード
バス停、
ＩＣカードシステム、
バスロケーション
システム等の整備

バス走行空間の整備、駅前広場等交通結節点整備、
結節点周辺の駐車
場・駐輪場、バス
ターミナル、バス停
等の整備

ＢＲＴの実現

補
助

補
助

8



【運行開始】 平成１７年３月１４日

【運行事業者】 神奈川中央交通㈱

【運行区間】 小田急湘南台駅～慶応大学 ３．５㎞ 所要約１０分

【運行車両】 ドイツ・ネオプラン社製連節ノンステップバス

（全長）１７．９９ｍ ※現行導入車両＝１０．５ｍ

（定員） １２９名 ※現行導入車両＝６６名

（車両本体価格）約 ５，６００万円
※通常の大型ＮＳバス約 ２，１００万円

【導入台数】 ４台
【その他】 ＰＴＰＳの導入、交通空白地域（西部

地域）へのフィーダー（支線）バスを接続

湘南
台駅

慶応ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙでの乗継ぎ

１．幹線連節急行バスの運行

辻堂
駅へ

２．ﾌｨｰﾀﾞｰ（支線）バスの運行

宮原･獺郷･打戻･遠藤西部

慶應
大学

南大山

3.5㎞

３．ＰＴＰＳの強化

1.6㎞ 1.9㎞

ＢＲＴ導入事例 ① 藤沢市のツインライナーＢＲＴ導入事例 ① 藤沢市のツインライナー

【導入経費】 （連節ノンステップバス車両、ＰＴＰＳ他車載機器）

総事業費 ２３７百万円 事業者負担 １２１百万円

国庫補助 ５８百万円

藤沢市補助 ５８百万円

【主な導入効果・特徴】

・湘南台駅前の交通渋滞の解消、駅前バス停のバス待ち時間短縮

・定時性（ＰＴＰＳ等）、速達性（急行運行）の向上

・新たな交通システムとして好評、大容量で快適

・フルフラットノンステップでバリアフリー

・人件費等経費節減（大型バス２台分の輸送力）

・燃費効率向上、環境にやさしい（大型バス２台分の輸送力）

・内輪差は大型バスと同程度、大型バスの路線であれば走行可能

平成１１年、小田急江の島線湘南台駅に相模鉄道いずみ野線、横浜市営地下鉄が横浜方面から乗り入れて以来、湘南台
駅の利用者が急増し、朝夕のラッシュ時には集中する通勤通学客とその輸送に対応する大量のバスによる駅前広場の飽和
状態となった。このため、神奈川中央交通㈱は、藤沢市他関係機関と連携して新たな交通システムを導入した。
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乗継情報ディスプレイ（車内）

ＢＲＴ導入事例 ② 厚木市のツインライナーＢＲＴ導入事例 ② 厚木市のツインライナー

【運行開始】 平成２０年２月４日
【運行事業者】 神奈川中央交通㈱
【運行区間】 厚木バスセンター～厚木アクスト ４．０㎞ 所要約１３分
【運行車両】 メルセデス・ベンツ社製連節ノンステップバス

（全長）１７．９９ｍ ※現行導入車両＝１０．５ｍ

（定員） １３１名 ※現行導入車両＝７０名

（車両本体価格）約 ７，２００万円
※通常の大型ＮＳバス約 ２，１００万円

厚木アクストは、東名厚木インター周辺地域の中核を成す約５，０００人が就業するオフィスタワーで、朝夕のラッシュ時に
は小田急小田原線本厚木駅の駅前広場の交通混雑、バス待ちによる長蛇の列が生じ、安全性・利便性の向上が課題となっ
ていた。このため、神奈川中央交通㈱は、厚木市他関係機関と連携して連節ノンステップバスシステムを導入した。

【主な導入効果・特徴】

・本厚木駅前の交通渋滞の解消、駅前バス停のバス待ち時間短縮

・定時性（ＰＴＰＳ等）、速達性（急行運行）の向上

・新たな交通システムとして好評、大容量で快適

・フルフラットノンステップでバリアフリー

・人件費等経費節減（大型バス２台分の輸送力）

・燃費効率向上、環境にやさしい（大型バス２台分の輸送力）

・内輪差は大型バスと同程度、大型バスの路線であれば走行可能

【導入台数】 ４台
【その他】 ＰＴＰＳの導入、車内に小田急線の乗継情報

ディスプレイを設置
【導入経費】 （連節ノンステップバス車両、ＰＴＰＳ他車載機器、

乗継情報ディスプレイ）
総事業費 ２８５百万円 事業者負担 １６１百万円

国庫補助 ６２百万円
厚木市補助 ６２百万円
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「基幹バス」とは、鉄軌道と並ぶ基幹的な交通機関として位置づけたバス路線をいう。
とうこう しんできまち

名古屋市の基幹バスは、東郊線(路側走行方式)と新出来町線
(中央走行方式)があり、高速運行と定時性確保のため、カラー
舗装によって一般車線と区分されたバスレーンを走行。バス停
にはバス接近表示器、シェルターが設置されている。

・運行事業者：名古屋市交通局、名鉄バス㈱
ひきやま おおつどおり

・区間：引山～大津通(南交差点) ９.２㎞
・バス専用レーン時間帯：朝 ７～９時・夕 １７～１９時

（その他の時間帯は優先レーン）
・導入時期：昭和６０年４月３０日
・利用者数：約８８１万人（平成１８年度）
・導入効果：バスの所要時間の短縮

(上り)導入前【４６分】→導入後【２８分】
(下り) 〃 【３４分】→ 〃 【２３分】

輸送人員の増加
導入前に比べ２５％増加

基幹バスとは

基幹バス（新出来町線）

→ 引山

名古屋駅

市
役
所
→

大津通(南)

名古屋市

☆

ＢＲＴ導入事例 ③ 名古屋基幹バスＢＲＴ導入事例 ③ 名古屋基幹バス
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ガイドウェイバスとは、通常のバス車両を利用した新交通システムのことで、
車両の前後輪付近に取り付けた案内装置の誘導で専用軌道を走行するものをい
う。案内装置を格納すれば通常のバスとして専用軌道以外の道路も走行するこ
とができる。1985年頃から研究開発が進められ、2001年3月に初の実用路線とし
て名古屋市にガイドウェイバス志段味線が開業した。

・運行事業者：名古屋ガイドウェイバス㈱
（一般道路区間は、名古屋市交通局が運行）

おおぞね おばたりょくち

・区間：大曽根～小幡緑地 ６．８ｋｍ（高架軌道区間）
・開業：平成１３年３月２３日
・利用者数：約３３５万人（平成１８年度）
・整備効果：バスの所要時間の短縮

大曽根～小幡緑地：
整備前【３２分】→整備後【１３分】

一般道の交通の円滑化

・専用道の走行による定時性の確保
・バスの機動力によるきめ細かい面的サービスの実現
・高架軌道区間は軌道法、一般道路区間は道路運送法の適用

特 徴

ガイドウェイバスとは

名古屋ガイドウェイバス（ゆとりーとライン）

名古屋市

☆

ＢＲＴ導入事例 ④ 名古屋ガイドウェイバスＢＲＴ導入事例 ④ 名古屋ガイドウェイバス
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海外のＢＲＴ導入事例 ①海外のＢＲＴ導入事例 ①

表 海外のＢＲＴ導入（計画）事例

（矢部努、牧村和彦、中村文彦「高速輸送バスシステムＢＲＴ導入の
新たな展開」『運輸と経済』2004年11月）
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（『交通工学』2006 No.3 Vol.41）

海外のＢＲＴ導入事例 ②海外のＢＲＴ導入事例 ②
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ＢＲＴ導入計画一覧ＢＲＴ導入計画一覧

熟
度

事業者名
【タイプ】

導入予定都市等
（導入区間）

２１年度 ２２年度 ２３年度

京成バス㈱
【連節バス】

千葉市
（幕張本郷駅～海浜幕張駅）

関東鉄道㈱
【専用道】

石岡市、小美玉市
（石岡駅～常陸小川駅）

神奈川中央交通㈱
【連節バス】

町田市
（町田駅～山崎団地）

名鉄バス㈱
【連節バス】

知立市、刈谷市
（名鉄知立駅～愛知教育大学）

遠州鉄道㈱
【連節バス】

浜松市
（浜松駅～山の手～医科大学等

市内幹線路線で検討中）

広島電鉄㈱
【連節バス】

広島市
（紙屋町～西風新都、修道大学・

運転免許センター）

調
査

新潟交通㈱
【連節バス】

新潟市

実
施

調
整

整備中

整備中

(22年3月）※安全・円滑化事業及び総合事業を活用

(22年3月）※総合事業を活用、都市局で社会実験

関係機関と調整中

関係機関と調整中

関係機関と調整中

関係機関と調整中

導入調査（新潟市）

(21年10月連節バスの実証実験)

(21年8月安全・円滑化事業を活用)
15



千葉市幕張地区におけるＢＲＴ導入計画千葉市幕張地区におけるＢＲＴ導入計画

マリンスタジアム

海浜幕張駅

幕張本郷駅

運行事業者 京成バス株

計画路線 幕張本郷駅～海浜幕張駅

路線キロ ４．０km

利用者数／１日 ２０，０００人

対象利用者 幕張新都心利用者

設備等 連節ノンステップバス１５台、優
先レーン、バスロケ、ＩＣカード、
バス・鉄道運行情報システム

導入時期 平成22年３月（１０台）

平成２２年度中（５台）

バス路線
バス停
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石岡市・小美玉市におけるＢＲＴ導入計画石岡市・小美玉市におけるＢＲＴ導入計画

運行事業者 公募により選定

計画路線 石岡駅～常陸小川駅

路線キロ ７．１㎞

利用者数／１日 ２，２００人（旧鹿島鉄道利用者）

対象利用者 旧鹿島鉄道利用者、茨城空港
（22年3月開港）利用者

設備等 専用道路（廃線敷）、新型バス３
台、バスロケ

導入時期 平成22年３月（一部共用）

一般道との交差箇所

石岡駅～常陸小川駅
Ｌ＝７.１ｋｍ Ｗ＝６ｍ

バス専用道

石岡市・小美玉市ＢＲＴ導入イメージ
17



山崎団地センター

町田バスセンター

町田市におけるＢＲＴ導入計画町田市におけるＢＲＴ導入計画

運行事業者 神奈川中央交通㈱

計画路線 町田バスセンター

～山崎団地センター

路線キロ ４．６㎞

利用者数／１日 ４，０００人

対象利用者 大規模団地住民

設備等 連節ノンステップバス４台、ＰＴＰ
Ｓ、バスロケ、バス・鉄道運行情
報システム

導入時期 平成2３年度中
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愛知教育大学

名鉄知立駅

知立市・刈谷市におけるＢＲＴ導入計画知立市・刈谷市におけるＢＲＴ導入計画

運行事業者 名鉄バス㈱

計画路線 名鉄知立駅～愛知教育大学

路線キロ ６．３㎞

利用者数／１日 ７，８００人

対象利用者 愛知教育大学学生、他通勤利
用

設備等 連節ノンステップバス、ＩＣカード

導入時期 平成22年度中

トヨタ車体
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浜松市におけるＢＲＴ導入計画浜松市におけるＢＲＴ導入計画

運行事業者 遠州鉄道㈱

計画路線 ５路線を対象に検討中

路線キロ －

利用者数／１日 ４，５００人～９，８００人

対象利用者 －

設備等 連節ノンステップバスほか検
討中

導入時期 平成22年度中

至舞阪駅

至山崎

至舘山寺営業所駅

至気賀駅前 至山の手医科大学

至笠井上町

浜松駅
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広島
修道
大学

免許センター

紙屋町

広島県庁

西風新都

横川駅

広島市におけるＢＲＴ導入計画広島市におけるＢＲＴ導入計画

運行事業者 広島電鉄㈱

計画路線 紙屋町～西風新都、修道大学、
運転免許センター

路線キロ １３．９㎞

利用者数／１日 ７，５００人

対象利用者 西風新都住民、修道大学学生、
運転免許センター利用者

設備等 連節ノンステップバス５台ほか検
討中

導入時期 平成22年度中

21



地域公共交通活性化・再生総合事業

運輸局 件数 補助金交付額

北海道 2件 37百万円

東北 4件 12百万円

北陸信越 17件 261百万円

関東 10件 104百万円

中部 10件 316百万円

近畿 17件 156百万円

中国 2件 27百万円

四国 0件 0百万円

九州 9件 76百万円

沖縄 0件 0百万円

全国計 71件 990百万円

運輸局 件数 交付決定済み額

北海道 17件 133百万円

東北 18件 150百万円

北陸信越 41件 681百万円

関東 32件 634百万円

中部 25件 634百万円

近畿 32件 365百万円

中国 16件 145百万円

四国 5件 83百万円

九州 41件 413百万円

沖縄 0件 0百万円

全国計 227件 3,238百万円

○平成２０年度執行実績 ○平成２１年度執行状況

※１０月末現在
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２０年度 地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業）のベストプラクティス総括表

番号
市町村等

（都道府県）

事業内容 選定事由
①実証運行 ②

車両購入
③
機器、施
設整備

④
利用促進

⑤
その他

①
交通ネット
ワークの機
能向上

②
路線バスの
活性化

③
路線廃止
等に対応す
る緊急性

④
観光・環境
への配慮

⑤
創意工夫・
斬新な取組

⑥
事業の継続
を見据えた
持続可能性
の高い取組

⑦
その他地域
活性化の
効果が顕
著

路線バス コミュニ
ティバス

スクール
バス等の
混乗

乗合タク
シー

観光ガイド
タクシー

１－１
当別町

（北海道）
○ ○ ○ ● ● ● ●

２－１
花巻市

（岩手県）
○ ○ ● ● ●

３－１
三条市

（新潟県）
○ ○ ○ ● ● ●

３－２
安曇野市
（長野県）

○ ○ ● ● ●

３－３
上田市

（長野県）
○ ○ ○ ● ● ●

３－４
金沢市

（石川県）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

３－５
内灘町

（石川県）
○ ○ ○ ● ● ●

４－１
江戸川区
（東京都）

○ ○ ○ ● ● ● ●

４－２
南房総市
（千葉県）

○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

４－３
日高市

（埼玉県）
○ ● ● ●

４－４
佐野市

（栃木県）
○ ○ ○ ○ ● ● ●

５－１
新城市

（愛知県）
○ ○ ○ ● ● ●

５－２
岡崎市

（愛知県）
○ ○ ○ ● ●

５－３
岐阜市

（岐阜県）
○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

６－１
豊岡市

（兵庫県）
○ ○ ○ ● ● ● ●

６－２
朝来市

（兵庫県）
○ ○ ● ● ● ●

６－３
香美町

（兵庫県）
○ ○ ○ ● ●

６－４
新温泉町
（兵庫県）

○ ○ ○ ● ● ●

７－１
山口市

（山口県）
○ ○ ○ ● ●

７－２
下関市

（山口県）
○ ○ ○ ●

９－１
前原市

（福岡県）
○ ○ ● ● ●

９－２
西臼杵地域
（宮崎県）

○ ○ ○ ● ● ●

９－３
鹿児島市

（鹿児島県）
○ ○ ● ●
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１－１１－１ 当別町における地域公共交通活性化・再生総合事業当別町における地域公共交通活性化・再生総合事業

東西に市街地が二極化しており、また、札幌市や江別市といった都市
に隣接していることなどによって、自動車への依存が非常に高い地域で
あるが、コミュニティバスの運行、公共交通利用促進の実施、公共交通
サービスの情報提供等により、交通モードの転換を図る。

４）利用促進策の実施

当別町地域公共交通活性化協議会当別町地域公共交通総合連携計画の目標

当別町、北海道、北海道バス協会、(有)下段モー
タース、ＪＲ北海道、北海道医療大学、北洋交易(株)、
とうべつ整形外科、道路管理者、北海道運輸局他

【事務局】当別町 企画部 企画課内 0133-23-3042

１）当別ふれあいバスの実証運行

運 行 期 間
路線（区域）

運 行 本 数
運 賃
運行事業者

H20.4～H21.3
平日 市街地循環線ほか８系統､ 土休日 西当別線ほか

１系統､金曜日･土曜日ＤＲＴ型深夜バス
平日８６便 、土休日３１便（ＤＲＴ１便）

町内２００円均一（ＤＲＴ１，０００円）
(有)下段モータース

○
○

○
○
○

：
：

：
：
：

２）車内情報システム

公共交通への理
解と認知度の向上
を図るため、事業
の状況や公共交通
の重要性に関する
情報を発信する
ニューズレターを
発行している。 →

３）待合所の整備

当別ふれあいバスの車内に乗継情報ディ
スプレイを設置（５台に導入）

上屋付バス停を２箇所に設置
潜在的利用者の

発掘及び公共交通
に親しみを持ってい
ただくことを目的と
して、利用感謝ツ
アーのイベントを実
施している。また、
アンケート調査も実
施している。 →

２０年度事業の実施状況

１．事業の内容
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２．プロセス、創意工夫

企業等による送迎目的の旅客を限定したバス運行と、町が運行する福祉バス及び町が補助をしている路線バスを一元化し、
コミュニティバスとして路線を設定。

週末にＪＲ最終便に合わせて、ＤＲＴ型の深夜バスを接続運行し、ＪＲとの連携強化を図った。

事業継続にあたっては、安定的な利用者数の確保が課題であり、そのため、バス及びＪＲの発着時刻や運行状況等を発信
する情報提供システムの整備、風雨、雪を防ぐ待合所を整備し、利便性や快適性の向上を図る。

利用促進に向けた取組みとしては、利用感謝
ツアー等のイベント、モビリティマネジメントの実
施、当別ふれあいバスの理解と認知度を高める
ため、交通マップの作成を始め、ニューズレター
の定期発行による情報発信を実施。

また、利用者アンケート等の調査を定期的に
実施し、事業継続に向けた実施事業の見直しを
図っていく。

青山線

医療大

石
狩
川

医療大学ととうべつ整形外科、医療大学ととうべつ整形外科、

福祉バスの重複区間を統合福祉バスの重複区間を統合

⇒⇒ 市街地循環線へ市街地循環線へ

北洋交易

とうべつ整形

医療大学と北洋交易の重複区間を統合医療大学と北洋交易の重複区間を統合

⇒⇒ 西当別・あいの里線へ西当別・あいの里線へ

とうべつ整形外科と青山線の重複区間を統合とうべつ整形外科と青山線の重複区間を統合

⇒⇒ みどり野・青山線へみどり野・青山線へ

線沼札ＲＪ

〔運行ルート図〕

一
元
化

北海道医療大
学

北洋交易

とうべつ整形外
科

当別ふれあいバス

当別町
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６．今後の課題

本格運行に向けた新規需要の創出及び利用者の定着

予約型深夜バスの利用者増加策の在り方

利便性、快適性を高めるバス待合所整備の在り方

モビリティマネジメント実施効果の検討

ふれあいバス実証運行 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１・２２年度
バス停及び待合所整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１・２２年度
公共交通情報提供システム整備 ・・・・・・・・・・・・・・・ ２１年度
ノンステップ車両導入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１・２２年度

２１・２２年度の事業予定

５．事業実施効果

交通不便地域であった町内の公共交通として、利用者
は全体的に増加してきている。利用ニーズの高いＪＲ接
続の改善が図られている。

一般家庭等からの廃食油を回収するシステムを導入し、
それを燃料として運行していることを地域住民に宣伝す
ることで、環境にも優しい地域のバスとして認知の効果
が見られる。

利用が限定された独自の目的による運行から、不特定
多数の利用者を輸送することを可能にしている。

４．利用実績

総事業費 ６２,５４６

３．事業費等（単位：千円）

運賃収入 １０,６９８

地域負担 ２６,６４８
町補助金 １０,２００

事業者負担金 １６,４４８

総合事業費補助金 ２５,２００

月別利用者数の推移

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

（人）

平成20年度 10,071 10,353 11,197 11,375 8,786 10,663 11,970 11,425 13,028 12,186 11,999 10,767

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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３－１３－１ 三条市における地域公共交通活性化・再生総合事業三条市における地域公共交通活性化・再生総合事業

三条市地域公共交通総合連携計画

三条市、越後交通(株)、新潟交通観光バス(株)、ＪＲ東日本(株)新潟支社、

新潟県バス協会、三条市タクシー協会、道路管理者（国・県・市）、三条警
察署、市民、学識経験者、北陸信越運輸局、新潟運輸支局、新潟県、燕
市、三条観光協会、下田郷観光協会、三条商工会議所、栄商工会、下田
商工会、連合新潟

【事務局】三条市環境課内 0256-34-5511内線255

交通空白地域解消

通勤・通学

地球温暖化対策

観光振興

ビジネス支援

三
条

市
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画

生活交通確保

公共交通の活用による
まちづくり

（自家用車依存型からの転換）

高齢社会への対応
住民の合意形成

平成２０年３月２７日策定

三条市地域公共交通協議会

１２の重点施策

１ 燕市吉田方面へのバス路線連携強化
２ パーク＆ライドの整備
３ 観光客対応バスの運行
４ 商業施設との連携
５ 高齢者（通院・買い物等）への対応
６ 学生（通学）への対応
７ 下田地区通学専用バスの運行
８ 循環バスの運行形態の見直し
９ 公共交通に関するＰＲ
10 モビリティマネジメントの実施
11 公共交通を支える住民組織への支援
12 地域住民が主体となるバス運行

総合連携計画における各種施策の中から、以下
を重点施策とし、活性化・再生総合事業として実
施する。

１）下田地区デマンド交通導入社会実験
２）井栗地区コミュニティバス導入社会実験
３）高校生ライナーバス導入社会実験
４）公共交通シンポジウム
５）社会実験検証業務

H20年度の活性化・再生事業は
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１）下田地区デマンド交通導入社会実験
２）井栗地区コミュニティバス導入社会実験

○実施地区：下田地区・井栗地区
○運行方法：デマンド方式（予約乗合い）
○実施期間：H20/10/14～H21/3/31
○運行主体：市内タクシー事業者
○車両：ジャンボタクシー５台

（下田地区と井栗地区で共用）
○運行時間：７：００～１９：００

下田地区
（山間部）

井栗地区
（郊外部）

市街地

○運行日： H20/10/14～12/31 毎日運行
H21/1/5～3/31 平日運行,土・日・祝運休

○目的地：病院,駅,商業施設,温泉施設,公共施設

○利用料金（大人）：
（下田地区）

自宅⇔下田地区内の目的地：２００円
自宅⇔市街地の目的地：５００円

（井栗地区）
自宅⇔市街地の目的地：２００円

病院前

利用者番号＊＊＊＊、
下田の○○です。明日
9:00に☐☐病院に行き

たいのですが

予約システム

応答

利用者番号：＊＊＊＊
名前：○○ ○○ 予約センター

わかりました。
それでは8:３0に自宅

前にお迎えに行きます。

リクエスト入力

【利用方法】 ・利用者は事前登録が必要
・電話による予約申し込み
・前日予約制（１週間前から予約可能）

２０年度事業の実施状況

予約

予約

予約

登録者Ａ

登録者Ｂ

登録者Ｃ

登録者Ｄ
目的地

自宅⇔目的地を運行

概 要
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【下田地区】

＊利用者登録数：1,203人
＊のべ利用者数：4,320人

＊主な利用先件数（自宅行きは除く）

１位 いい湯らてい 477件(22.4%)
２位 三条病院 430件(20.2%)
３位 渡辺医院 303件(14.3%)
４位 東三条駅 216件(10.2%)
５位 富永草野病院 179件(8.4%)

10歳未満

0.1%
10代

1.4%

90代

2.1%

30代
1.2% 40代

4.8%

50代

4.8%

60代

19.6%

70代

43.4%

80代
22.6%

利用者年齢層

80代

4.4%

70代

39.6% 60代

49.5%

50代

4.4%

30代

2.2%

利用者年齢層

＊利用者登録数：245人
＊のべ利用者数：249人

＊主な利用先件数（自宅行きは除く）

１位 三条病院 78件(48.4%)
２位 東三条駅 44件(27.3%)
３位 市役所 21件(13.0%)
４位 ジャスコ 17件(10.6%)

自宅送迎、低料金という最大のサービスで運行しており、
利用者からの好評は得ているが行政負担が大きい。今
後、デマンド交通を継続的に維持（本格導入）するには、
自治会単位での乗り場設定や予約システム改善による
乗合率の向上と、運行時間・料金・車両台数（大きさ）の
見直しなどによる運行経費削減など、更なる効率化策を
実施しての検証が必要である。

デマンドの特徴でもある利用者のニーズに応じた運行で
あり、現在も徐々に利用者が増加している。
特に利用の多い下田地区の市街地への通院は乗り換え
が無くなったことにより、高齢者の利便性が向上した。
また、地域のデマンド交通として必要な目的地を把握し
つつあり（利用・要望の多寡等）、今後の本格導入に向け
た運行方法の設定につなげることができる。

利用状況

今後の課題社会実験の効果
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【井栗地区】
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３）高校生通学ライナーバス導入社会実験

○実施地区：下田地区⇔市内高校
○運行方法：定時定路線
○実施期間：H20/10/14～H21/3/31
○運行主体：越後交通（株）

市内タクシー事業者

○車両：
路線① 大型バス
路線②,③,④ 中型バス
路線⑤,⑥ ジャンボタクシー

早朝ライナー ジャンボタクシー
○運行本数（各路線）：

通学便 ６～８時台 ２本
帰宅便 17～19時台 ３本

早朝ライナー（事前登録） 早朝１本
八木ｹ鼻温泉→市内４高校直通

○利用料金（高校生）：
路線①：２００円
路線②～⑥：１００円
早朝ライナー：２００円

○運行日：平日運行
（土・日・祝日・冬,春休み運休）

乗り継ぎ拠点

乗り継ぎ拠点

乗り継ぎ拠点（長沢駅跡）

概 要
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下田地区高校生：約300人

※早朝ライナー利用数：19人（グラフには含まず）

社会実験前は、枝線エリアにも定時定路線バス
が運行していたが、社会実験路線として基幹路
線との接続時間を見直し、高校への直通手法を
とったことにより、高校生の通学利便性が向上さ
れ、バスの利用者増加につながってきている。
早朝ライナーについては、市内高校生へのアン
ケート,地元との協議結果により実施したが利用

者数は少なかった。結果として、下田地区高校
生の通学実態の把握につながり、必要とする運
行時間帯の明確化につながった。（早朝ライナー
は１月から運休）

下田地区の高校生のみでなく、市内のＪＲ駅で他地域からの高校生をバス利用者に取り込むなど収入確保策が必要。
基幹路線と高校直通ライナーの運行が重なる時間帯があり、利用者が分散する（１便に集約しない）傾向がある。基幹路
線と高校直通ライナーの役割を明確化するとともに、効果的な利用者の更なる集約化が必要。

利用状況

今後の課題

社会実験の効果

２１・２２年度の事業予定２０年度事業の事業費等

【H21年度】

１）下田地区デマンド交通導入社会実験事業
２）高校生ライナーバス導入社会実験事業
３）循環バスの見直し運行社会実験事業
４）公共交通啓発事業
５）社会実験検証事業
【H22年度】

１）三条市公共交通総合評価事業
２）公共交通啓発事業

総事業費 52,355 運賃収入 2,439
地域負担 24,958

三条市負担金24,958
総合事業費補助金 24,958

（単位：千円）
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３－２３－２ 安曇野市における地域公共交通活性化・再生総合事業安曇野市における地域公共交通活性化・再生総合事業

安曇野市地域公共交通協議会

安曇野市、長野県、学識経験者、松本電気鉄道(株)、
南安ﾀｸｼｰ(有)、安曇観光ﾀｸｼｰ(株)、明科第一交通(有)、
(株)バイタル、交通事業関係労働組合、長野県ﾊﾞｽ協会、

長野県ﾀｸｼｰ協会、社会福祉協議会、各地域審議会、
道路管理者、安曇野警察署、長野運輸支局他

【事務局】安曇野市企画政策課内 ０２６３－７１－２０００

安曇野市地域公共交通総合連携計画の目標

安曇野市新公共交通システム｢あづみん｣を地域住民の生活
を支える交通手段として定着促進し、改善改良を加え、年間利
用者を1日平均利用者数420人とする。

観光施策と連携し、観光地安曇野らしい情報発信を行いな
がら、観光振興に寄与する公共交通システムを目指す。

２０年度総合事業計画の概要

１．事業の内容
１）新公共交通システム「あづみん」の実証運行

・運行期間 平成20年4月～平成21年3月の平日８～１７時

・運行エリア 市内全域
（市民が日常生活を行い車両が乗り入れられる地域）

・実施主体 予約管理業務 安曇野市社会福祉協議会
運行業務 南安タクシー（有）
安曇観光タクシー（株） 明科第一交通（有）

（株）バイタル
・運賃及び利用方法

大人３００円 小学生・障害者１００円 未就学児無料
利用したい便の出発３０分前までに電話等にて予約

２）観光客対応や市外移動の方法について検討
運行車両 写真 32



実証運行における車両配置イメージ

三郷

堀金

明科

豊科

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

穂高

車両標記凡例

:大型車両

:小、中型車両

応援車両の
担当エリア

共通エリア

定時定路線

２．プロセス 創意工夫

■ 利便性の高いフルデマンド方式を
採用することにより、市内全域で交通
の空白地帯を解消し、病院や商店等
へのアクセス向上等住民生活の質的
向上を図る。

■ 利用実態調査を行い、市民ニーズ
を把握しながら、協議会等にて検討
をすすめ改善改良を図る。

■ 観光客対応や市外移動について
検討し、総合的な交通システムを目
指す。

■ 市の広報やホームページ等で情報
発信し周知を図る。

３．事業費等（単位：千円）

■ 総事業費 ９５，２５１

● 利用収入 １９，９４７
● 市負担金 ５３，３０４
● 総合事業費補助金 ２２，０００

３３あづみんマスコットキャラクター



４．利用実績

あづみん日平均利用者数の推移
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５．事業実施効果

調査内容 あづみん 定時定路線 1 回利用者 未利用者 

調査時期 ９月下旬 12 月下旬 ９月下旬 12 月下旬 ９月下旬 ９月下旬 

調査数 １３４人 ２０８人 ２１人 １８人 ７２人 ６８人 

運行されて本当に良かった 76.1% 85.1% 81.0% 77.8% 44.4% 30.9% 

不満もあるが概ね良かった 11.9% 4.3% 14.3% 16.7% 19.4% 17.6% 

以前の方が良い 0% 0.5% 0% 0% 8.3% 5.9% 

路線・循環バスの方が良い 1.5% 0% － － 8.3% 14.7% 

やめてしまった方がよい 0% 0% 0% 0% 1.4% 1.5% 

その他 2.2% 2.4% 0% 0% 2.8% 19.1% 

不明 8.2% 7.7% 4.8% 5.6% 15.3% 10.3% 

 

■ 実証運行により、交通空白地帯が解消され、病院や
商店等へのアクセス向上等住民生活の質的向上が図ら
れた。

■ 9月と12月に実施した利用実態調査によるとあづみん

が運行されて本当に良かった、あるいは不満もあるが概
ね良かったとお答えいただいた方が合計88％・89.4％と

好評を得ている。

■ ４月から３月までの日平均利用者数は乗合タクシー
351.9人 定時定路線22.0人となった。

■ 市外移動や観光客対応について検討する中で、21年

度から具体的に、中房定期観光バスを高速バスと連携
する為の路線延長を行う事となった。

６．今後の課題

■本格運行に向けた利用者への周知と利用の定着

■更に利用しやすいシステムとする為の検討と改善改良

■市外移動や、観光客対応方法の検討と構築及び連携

２１・２２年度の事業予定

■ あづみん（定時定路線含）の実証運行

■ 市外移動や観光客対応方法の検討と運行及び情報発信

■ パークアンドライドの整備
３４



４－１４－１ 江戸川区における地域公共交通活性化・再生総合事業江戸川区における地域公共交通活性化・再生総合事業

南北移動には複数回の乗継ぎが必要という区内南北交通の課題を解
決するため、基幹公共交通軸として南北に走るシャトルバスを導入し、
人と環境にやさしい公共交通システムとして、速達性・定時性向上に効
果的な走行環境整備を図る。

４）サポーター制度の実施

江戸川区地域公共交通活性化協議会江戸川区地域公共交通総合連携計画の目標

江戸川区、葛飾区、足立区、東京都、東京バス
協会、京成バス（株）、京成タウンバス（株）、東
京都交通局、学識経験者、道路管理者、交通
管理者、関東運輸局

【事務局】江戸川区まちづくり調整課内
03-5662-1103２０年度事業の実施状況

環七シャトルバス「シャトル☆セブン」

２）車両のラッピング

環七シャトルバスのPRや利用促進を

目的に情報提供を行い、意見収集等
を行う。７４０名の登録があり、年４回
「サポーター通信」を発行している。

３）モデルバス停の整備

３５

１）南北を結ぶシャトルバスの実証運行

運 行 期 間
運行ルート

運 行 本 数
運 賃
運行事業者

H20.4～H21.3
小岩駅・亀有駅～葛西臨海公園駅、

東京ディズニーリゾート（ＴＤＲ）
平日１００便 、土休日９６便

都内２００円均一（ＴＤＲまでの利用：２００円～４００円）
京成バス（株）

○
○

○
○
○

：
：

：
：
：

１．事業の内容



２．プロセス、創意工夫

【運行ルート図】

亀有駅

小岩駅

葛西臨海公園駅

葛西駅

一之江駅

青砥駅東交差点

モデルバス停
20年度整備箇所

大杉第二小学校

東京ディズニー
リゾート

３６

総事業費 ２１８,１５５

３．事業費等（単位：千円）

運賃収入等 ２０６,６８５

地域負担 ７,２３０
区補助金 ６，６００

事業者負担金 ６３０

総合事業費補助金 ４,２４０

事業性を確保するため、区の範囲を超えた隣接区市に
渡る路線を設定。

運行車両には、一目見てシャトルバスとわかるよう、イン
パクトのあるデザインのラッピングを施した。

事業継続にあたっては、安定的な利用者数の確保が課
題であり、そのため、バス接近情報等を提供できるモデル
バス停を整備し、利便性や快適性の向上を図る。

また、協議会において、急行バスとしての速達性や定時
性の確保を図るため、走行環境改善方策の協議・検討を
重ねている。

利用促進に向けた取組みとしては、環七シャトルバスの
認知度を高めるため、ポスターの掲示や広報誌への掲載
を始め、サポーターへの情報発信や意見収集を実施。

また、多種多様な地域住民の声をより広く収集するため、
利用者アンケートを実施し、事業継続に向けた実施事業
の見直しを図っていく。



※ 小岩駅～葛西臨海公園駅の利用について
これまでは・・・バスの乗り継ぎ
「小岩駅（京成ﾊﾞｽ） ～葛西駅（都営ﾊﾞｽ） ～葛西臨海公園駅」

乗継 ６５分（乗継時間含む）、４１０円

環七シャトルバス「小岩駅～ 葛西臨海公園駅」
３６分、２００円
⇒ ２９分短縮、２１０円軽減

６．今後の課題

２１・２２年度の事業予定

３７

５．事業実施効果４．利用実績

区の骨格を形成する南北方向の幹線的公共交通として、
利用者は全体的に増加してきており、平日は通勤・通学利
用、 休日はレジャー利用の用途が高い。移動ニーズの高
い南北交通の改善が図られている。

交通不便地域を考慮したバス停の設置も行っており、便
利になったとの声が多いが、さらに運行本数の増便の要望
が ある。交通サービスにおける地域格差の是正に対する
効果が見られる。

今までの複数回の乗り継ぎによる時間的・経済的な負担
が軽減され便利になったという意見が区民から寄せられて
いる。

シャトルバス本格運行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成２１年４月

バス停整備（情報発信型）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成２１年度・平成２２年度
走行環境改善への取り組み（バスレーン・PTPS）・・・平成２１年度・平成２２年度

専用車両検討・導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成２１年度・平成２２年度

利用者の安定的な確保（事業の確立）

利便性、快適性を高めるバス停整備の在り方

速達性、定時制の向上のための走行環境整備の検討

環七シャトルバスにふさわしい、魅力あるバス車両の導入


